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コロポツクル読の由来

北海道本島並に園後、揮捉に於けるアイヌ（以下車に本島アイ

ヌ左稿す｝間比、ーの奇怪なる停読あ b。其語る所、人によ b℃多

少の相違あ bと離も、 其大要 l工略ほ一致せ b0 日〈古昔此地に、

ヨロポック JVと云ふ嬢小なる人種あれ竪穴 R住せるを以て叉トイ

チセ？ JJ/ と稽すO 其他トシチシカ毛イ等教種の蒋あ~ 0 其性敏捷

tとして、 アイヌと交易せしが、常に身櫨そ見するととを嫌へ b（稀

に裸瞳在 hしと忌ム者あ 9）。或る時、 アイヌが暴力を以て、コロ

ポyク JVの一女子を捕へ、家 ft'11入れ見 Liこ、其口の周閣と手とに

入墨あ b。是よ hョロポタクノV は、他に行主て復党其蹴跡を知らすQ

今日慮 φに存する所の竪穴‘ 土器．石器はコロポッグ JVの使用せし

ものにして、アイヌの入墨も亦コロポヅクノレの入墨に模倣せしもの

な bと。樺太アイヌの語る所、亦略ほ之に似た b。而し℃北千島

アイ．スには、絶交℃斯くの知事惇設な L0 

明治四十年夜行理経博士坪弁正五郎氏の人類惑講話 l二日く、「乙j一三

の口呼 i二L りますれば、日本内地から、北海道 i二移った時 i二人か棲んて居

7：、彼等 l:tアイ E 『コ内地人と遼ひ竪穴らこしらへて、践の菜採ゐ屋根とし

[Trans. Sap. Nat. Hist. Soc., Vol. II. 1907.] 
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て居 T：」と。此箆事訣れり、予の調査に£れ l工、アイヌ中に（＇ t、彼等か日本内

地から、北海道 l二移 ηしとの口碑ら惇ふるもの極めて稼 lこして、殆んどな

I，と云ふも可 fより。彼等の多＜ l:t、古来北海道の地 i二住居ぜ V) ！思ひ居

れりc 叉蕗の葉の下 i二何人も居りしとか、何人も立つれとか、諮る者多し

と量産し蕗の禁事事島屋根として居りしと云ふ者稼すより。 博士の記述とし

て l:t粗漏か免れす。

此侍読は、北海道re閲する奮記中にも、間々見乏た bo 然れ

とも何人も此停設には、甚た重予を置かさ bしのみならす、東夷

周賀、東蝦夷日誌の如きは、其誤謬なる乙止を弊した bc 斯〈の

如き有様 iこて、此惇設は久し 5閥、優位攻か bしか、今を距る之

と約三十年前、 ミルシ氏に信用せられ、記遁せられしよれ稿今

世人の注意を惹 5、尋て今を距るとと二十鈴年前、今の理皐博士

坪井正五郎氏、叉之を信して其設を流布せしよ上大なる勢力を

以て世に虞ま hだ ho 但し其前後 lζ於て、上の雨氏の外、コロポヅ

三三との存在せしととに闘し、設を在したる者なきにあらすと雄も、

比較的重要なるものにあらすO

坪井博士は明治二十年、 「コ甘ポヅクノV 北海道に住みしなるへ

し」と設旦、叉「づロポヲグノV 内地 R住みしなるペし」と論し、翌二十一

年夏．帝園大串よ b波遺せられ北海道に来れ約二箇月問、巡回調

査したし其間十九箇庭に於ける、十九人のアイヌが、コロポヅク 7'V

に闘し詰る所、大要一致せるを以℃、益々之を信し、爾後大に其

設を流布 L. 而してアイヌ Ii杢〈竪穴に住せし之となし貝塚土

器（以下車 IL士器と書す）．石器を製注使用せし之 ξなしと断定せれ

然かも樺太アイヌか竪穴に住し、北千島アイヌが竪穴に住し、土器

石器を使用せし事費i立、之を否認する乙と能 i:l詰るを以℃、此等

の人民と、本島アイヌ左目、杢くの同種とは思 β れす正解解 L、一

方には叉コロポヅグ JVと、北方のエスキモー止の聞に．親者なる関

孫あるとと疑なしと潟せ bo 而して博士1立大串の講演に．種今の

著述代、慮 φの演説 t乙之を際へたれは、其請の珍奇なると、 μ 博士
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の人類皐専門の名望とによれ忽ち人の注意を惹主、一般に流布

するに至 iJn !Jo 
世間普通の人は、坪井博士のコロポヲグ JV説に酔 CA12るも、意

を用ひ℃研究せる人の中には、之tこ反劃するもの亦少なから詩 b

s。殊に墜皐博士小金井良橋氏は、揮井博士と同時』t、北海道を
巡回調査せられしか、其見る所は杢〈坪井博士と反撃すにし℃、本

島のアイヌは、竪穴に住し、土器石器を使用したる乙とあ bと諭

せ bG 然れとも此等反割減の諸氏 i志、坪井博士の如〈、人類皐上

女子位置を占めおるを以℃、比較的其設を虞むるの便宜を有せず、実

問に坪井博士は、其養成せる所の人々と共に、自設を流布し、結

局筆と日との敷 lこ於τ、反費者を凌駕し、勢力主占むるに至H b o信

託時コロポヲクノレ設は、 串者聞に於ては悲運 tこ傾けるも、然かホ多

年唱道の結果、世間多数人の脳裡に記憶され居れち。

予の駁誌を試む Q 理由

予は人類患者にあらず、唯博渉を好む癖あ hて、傍ら入額皐ー

のー瑳を窺へ忍のみ。而して北海道，r於げる人類皐的研究に就き

ては、共初唯坪井博士の著述を見τ、漠然コロポヲクノV 設を信し 12

bしか、明治二十七年夏．北海道に来七間もな〈各地を腸捗し．

地理並に殖民服売等調査 7)際、飴暇を利用して、遺跡遺物等を i調

査し、忽ちコロポヅク JV設に就き℃疑を懐き、尋τ其読の誤謬を認

めた bO 是れ濁 b予のみにあらず、北海道代在 bて、人類皐tこ志

せる諸氏の多〈は、予と同ーの径路を取 hτ、非コロポヅグ JV論者

と~ bしな b。蓋し賓地調査の結呆は、 アイヌか竪穴に住し、土

器石器を製造使用したる乙と、漸究明白とな b、復た奇怪在る俸

設を容るるの能地な Sを以τな b0 

新＜ e)如〈研究したる予輩の非コロポヲグ JV設は、何故か一種

の人類皐者の嫌忌する所とな bしものの加し明治三十二年札幌
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正人類皐曾よれ末京人類皐曾 lこ報告したる記事中、札幌史皐曾 lこ

てF坪井氏のコロポヲク JV設を駁す」と云ム損設あ bしたとを載せし

f氏、東京人類翠曾雑誌には、此ー僚を骨~ ちて、其他を原交の憧掲載

七nる之とあれ予輩をし℃織に其人の度量を疑はしめた 9き。
明治三十六年予は上京の機曾を以τ、東京人類串曾の月次曾 ir.臨

み、チャジ即ち蝦夷の砦re.閥す忍演説を悲し、且つコロホ・ヲク JV設の

誤謬~、簡略，と陳へたるに、坪井博士 Ii, i邑て著述を見たる上、批

評を加んと申遣れた bo依 τ予は明治三十九年、札幌博物皐曾曾報

第一審に、予の研究せる所を載せ、旦つ別に二百部を印刷して、人

類皐に志ある諸氏に配布せしに、予の設に望まし℃皐〈も稲賛の群

を賜は hたる者あるも、未た其．誤謬あるととを指摘せられたる者

あらす、而し τ坪井博士は前約に背きて、一言の批評をも賜はら 3

b 主。卒常反艶論と云へは、直ちに反駁し℃跨蕗せ遣る博士が、濁

b予の設に調し℃沈献を守らるるは何故そ、恐らくは民駁の材料

を有せまるに由る紅ら λ。而かも同博士の誤謬なるヨロポヲク JV設

か、今倫ほ世代流布するを見ては、斯串の鋳め予は沈歌を守ると

と能はすC 是れ予か設に明か卑見を述へ、以て益平なる批評を江

湖の諸彦 lζ、仰かん左欲する所以在 h0 

旦つ夫れ議論は、始絡同し考案によれ同し事を操返すを蟻

ふ。 近年ヨ官 -,t,・')Iク JV説＝謝＝非ヨロポヅグ JV設を硯るに、 耳新しき

材料甚た乏しきか矯め、聞〈人をし τ倦厭せしむる傾あれ之か

震めに研究上ー頓挫を来たせる戚な 5にあらす。而して一方には

北海道に於ける遺跡、遺物並 Rアイ来語 lと就き τは不十分在から、

漸突研究を準めつつあるに、其地僻i章氏在るが矯めに来た世に知

られす。 3れは此等の新研宛を費表し、耳新しき材料を供給する

乙との、必要在るは勿論にして、其供給の任は予輩北海道民在る

ものの貨ふへ 5所在るを信す。是れ亦予か鼓iこ此拙丈を草する一

理由主 b0 u従 て予11成るへし先輩ゃ諸氏か既に述へられたる所を、
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織。反覆せす．主もに耳新しから Aと思ム事賓によ bて、述ふる

所あちんと欲す。諦ふ護者、此拙丈を以て予の非コロポヅク JV論の

全部と見倣 3す、此拙文と共に小金井博士、ジョシ．バチ且ラー氏、其

他非コロポヅクノV 論者の銃lこ設かれし所を多照aせられん乙とを。

本島ア -i~は竪穴~佳せ P

北海道本島並に園後、揮捉lと存する竪穴の、甚た古きものにあ

ら~る乙とは、多くの人の龍、むる所在 b。坪井博士も亦同し〈之

を認め、東京人類皐曾報告第十二競に詑し℃白山〈、

北海道の諸地方 L リ出る土器石器の中 i二i工、内地の物手逗って極て

新し《見ゆるか宥りますし、宮部金吾氏 l二従へは、彼地の貝塚かち、菱の賞

。、蟹の爪杯の Ill1：ことがあります、叉竪穴 It埋り易いものである l二、兎 i二

角し形の在して居るものの多い等の事貸l二ιれ I＇！＇是等の遺跡 It、何れも

甚 t：古いものと思 11れまぜん。

尋て坪井博士は、 コロポヲグ JVは本州よ b九州にも、住居せる

ものとまし．其最．も繁昌したる時代は、凡そ三千年以前なるへし

と云以、其遺跡、遺物か本州のものよ L 北海道のものの方新らし

きによ b、ヨロポヲク Y は南よ b北 tζ 行 5しものなるへしと云はれ

た b。
予輩も亦竪穴R就 5調査せるに、其遺 b初めの年代は之を知

る乙と能はすと雄も、其使用の柊 bの年代は存外近きにあ bし乙

とを知るを得 flb o 明治二十九年秋、予は北見園常呂郡常呂村常

呂原野直番地内 R敷多の竪穴あるを見て、偶今同慮に曾合せし北海

道肩車届井口元四郎氏（後御料局 R轄勤jと共氏、其一個を掘 bτ、土器

片J立以焼石等を得しか．翌三十年井口氏は再日同慮に至 b叉一個

を掘 bτ．其内よ b石製畑管及μ石製訪雄事を得たれ此貴重なる

採集品は、其後大野延太郎氏か、本道巡回の際零し取られttれは、蓋

し帝園大串人類皐室』t保存せられある在らえと信す。抑て此石畑

管の竪穴よb出たる事賓Ii.，其使用者か竪穴は住せし之とを、推定せ
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しむるー材料にして、石姻管使用の主人公か、アイヌた ε乙とは、

後章石器に就 3τ 諭する所によ h明了本 bニ而して畑草の始め τ

日本 It入 bたるは、天文以後の事 lとして、其稜漸次諸方 tr贋まれ

慶長十年（西暦 16o5年〉には、奥州地方ま℃流布するに歪 bた bと云

へは、其蝦夷地に流布せし年代は、古〈も今を距る三百年前後と

想像するを得へし、尤も之に就きては、叉畑草か大陸よ仁樺太

アイヌに停iまれ更に本島に入 bた bと云ム人あるやも知らされ

とも、嘗時の事情此事なきは、地理歴史を知る人の首肯する所在

るへしO 耐し τ石畑管の竪穴よ b出τnる之とは‘ アイヌか竪穴
に住したるー詮たる左共tt. 叉其穴を使用しだる年代を推察せし

むるに足るものな b。

鳥居龍蔵氏は明治三十二年揮捉島豆一'3ι之、紗那附近、及日

色丹島に於て、竪穴を掘 bしに、穴中よ h現今北海道アイヌか使用

し居るものと同形なる、樺皮製の霊様の物の破片を得たるによれ

其穴の飴 b古主ものにあらさるを推測し、其石器時代の竪穴住居

者の、鈴 b遠地 lと往主居ら 3るへきを言はれた 9（東京人類皐曾雑

誌第二百九説委照）。其他北海道本島の竪穴よれ現今アイヌの使

用する植物性の物、並に銭器等の問＋出てたる乙とあれは、是れ

亦本島アイヌか、飴 b古からさる時代主て、竪穴 iこ住したる事を、

推定しせむるに足るもの在 bo

天野信景著述の盤尻と云ふ書 iζ、吉十郎外入人の舟子か、伊豆

附近代て難風に逢日、蝦夷地 It漂流し、穴居人の矯めに救助 -itられ

たる、漂涜般書上の需を載せniJ 。之を摘録すれは、

（前田甚〉五月二十日島の擦なる所、相見え申侯 l二付、カル得、徳馬艇か下し、

上り可申と容候得共、大分の荒磯 l二て舟 l二て l:tより申事中骨難吋候故、十

町詳 f中より各泳号上り申侯得 l'f、人家も見え不 JI!、山深〈相見え侯故、如何

可仕と存居候庭、七尺詐¢者一人妻り、何と『2ちん申侯得共、一極通し不 ip

侯故、此方 I.. Y）助〈れ候擦にと相草草候得とも、是も通し不申候 1：付、手私合

ぜ躍豊島致し侯得 l:t、彼者も手私合ぜ誼か致し侯て、忍共手島引、山の奥へ蓮
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署警り申侯口十四五町静参ゆ候得 if'、穴か堀 ￥｝、上高テホの皮などにて、かとひ申

候家段々御座候．何れも盤五六墨も重量可申恒 i二相見え申候o内 L り右の族

の者、段々出合 !II入申俊．五殺の類 l工一切童書御座、-A-，，， トセ、生鮭、生鯨、猪能なと

煮爆不 ft候て、生にて〈れ十二三日の程、身命るつなき居申候。逗留仕候内

見申侯得 It、右の者木の弓矢か以て、魚獣キ取市候。此庭奥蝦夷

慮の由lこ御座候。〔下略〉。

右は蓋し亨保六年（西暦 1716年）の事に係れ其地は今の十勝間

虞尾郡の西部に局するもの、如しO 備ほ此漂流民は、之よ h逸ら

れて今の日高、謄振地方を経て、松前に着し、町奉行高橋違右衛

門の取扱を受けたるか、書上には十勝の外．穴居の事を記せず。是

:r.由て之を観れは、営時アイヌは一般に穴居せ 3るも、奥地に至

bては、向ほ稀に竪穴 R住したるものあ bしを知与を得へしO

以上の事賓によれは、本島アイヌは奥地に於て辻、二三百年

前まて、竪穴に住居したるものあるとと明かな b。揮井博士は竪

穴を以τ、全〈コロポヲク JVの遺跡となし、其人積は北方に逃れ去

bた bと云ふと離も、若し異に北方に諮れたらんには、多くの年

代を経苫る今日、其事跡に就き千島列島、若しくは樺太に於て、多

少の詮擦を接見せ 3る可らす。然るに明治三十二年、鳥居龍蔵氏

は帝園大串よ bt尻遺せられ武蔵艦 l乙便乗して、千島を探検せられ

たるか、吾も其鐙跡を得るとと能は苫 b ~o 予も亦三十三年武藤

艦に便乗し℃、千島を調査したるか、同し〈得る所在さのみなら

ず、北千島士人（今の色丹島士人）は、自ら太古 Ih北千島氏住した

bと言以居れ b。叉露人の始めて北千島に来 bし頃は、明に北千

島アヌイ住居し、他にコ官ポyクノV の如 3奇怪なる人種を見 j b 亘。

樺太に至 b℃はアイヌ、オロヲヨ、ギ 9ヤ F クの諸人種居住し、又松

前藩の記録によれは文明十七年（西暦1485年〉樺太の夷合、今の渡島

園上の閣に来れ松前l氏の誼武田信康に克硯を献したる乙とあれ

コ官ポγクノV の其地に入 bたる詮擦は、牽も之を認むる乙と能はすO

3れば坪井博士もコロポヲク JVの逃路に就きでは、像程苦慮せしも



sn 河ヲ野一非苛ロポターグ世論

め主見交、其近著人類皐講話には突の如〈漠然記載せ h0 

甘口 ,ie,,,)J iレ！主、・4 瓦北方 l二行与ましれが、叉南 i二戻りまして、それから

fnJ B註へいっ？：か、わからねのぐあります、疑問／:t1.思潮 l二随って、ア可申 γ ア

諸島 l工いつれか、叉様太の方へいっ 7こかと、云ふことぐわるのです。

ヨロボ；，，，ク JVが、－JI北方に行き又南 tこ良 bしと i土、如何なる

論接あ bて、断定せられたるか、南に戻 hしとは何慮の遺ま τ戻

bしか、予輩は北海道に在 bて、 アイヌの口碑を聞 5、叉遺物遺

跡等を見たるも、事も斯〈の如 S事賓を認めす。殊に媛小人か組

末在る小舟にで、話か沖の黒潮 ~τ、東出 L、遠 3 アリクジャシ諸

島に至 bしかと云ふに至 b℃は、常識ある人の想像し能は 3る所

君ちとす。揮井博士の此記事の如きは、畢蒐窮僚に出てたる、一

辞解と見るの外なかるべしO

~三語の研究は、又本島 -2:_i一三の竪穴に住せしととを設〈

ー材料となれ長。アイヌ語のコト、又はコツは、堀．穴、窪地等の

意義を有し‘而して村を意昧するヨタシなる語は、コトの在る所と

云よ義なれは、 ヨタ Y Iま即も穴ある所？として、後に轄して、穴設

さ村をも稽するに至 bしものなら λ と詫〈者あ b。又ョロ；ぜyクノV

ξ云ふ語は、従来種々に解樟せられ、殊』ζ多〈蕗の葉の下の人と

解し、杢〈アイヌ人種と異なれる者の如〈思惟せられしか、 s;;盟Zヘ
パチ1ラー氏は、研究の結果、チ事官ポヲク JVにして、下の入、即ち土

の下に住する穴居人と解し、三三三か即ちチ目ロポyグ JV'J: 9 k設か

れた白 o 此等語皐上。解種は正確な bや否 d子、今宵ほ断言し難し

と雄も、亦以てき曇考に供すへきものな ！， 0 

本島ア -i~·はチャシを使用せり

ヲャミ／即ち砦 tJ.' 北海道に於℃、竪穴』t ヨたける重要在る遺跡~

b O 主主主に関する些末の記事は．諸書』t散見すと離も、其詳細民

主 b℃i:1、未た曾℃研究したるものあるを聞かす。坪井博士の如

3も． 北海道巡回の後、 種々調査せる所を蜜表せられたれとも、
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主主主に閲しては、殆んと語る所在し唯僅民主主主の名と其舘跡た

るとた如 bしに止ま bしものの如しQ 想ムに博士か数十日問、巡

行せられたる北海道の道路の附近には、数多のチャミ／あ bしも、恐

らくは博士の眼には、其一個も見嘗ら苫 9しなら 11..o 坪井博士の

官地調査か、精確な bしや粗漏な bしやは、比一事を以℃之を推

戸察する，r.難からすO 即ち博士の北海道調査は、雪地の研究よ hも、

寧ろアイヌの口碑、其他皮相に偏したるの't或あるものと云ムも、不

可なかるへし。

チャジを箱今詳細に研究したるは、予を以て鳴矢となすO 其研

究の大略は、既氏本曾曾報に掲載し、又地皐雑誌第二百十二班、第

二百十三競に轄載せられたれは、再U弦』ζ賛せすと躍も、要する

にチャミ／に関しては、アイヌは、或は自己の組先の造 hたるものな

bと云ひ、或はヨロポック JVの遣 bたるものな bと云 μ、一定せす

と臨も、研究の結果は、 アイヌの使用したるものたる之と甚だ明

瞭にして、復 'k 華も疑を容れ~る左 bo 故 lこ予は、揮井博士主離

も、恐らくは之に反艶すzz.と能 ii詰るへ主を述べ、向ほチャジと

密接の闘係ある或る竪穴も、亦乙土主の使用したるものなる乙.を

を設事'kbo而しτ爾後之氏闘して、未た異論の出τたるを聞かすO

設に注意すへ.~ I主チャジと竪穴と l工、共 iζ アイヌの使用したる

ものな bと雄も、其使用の年代に、少し〈一致せさる貼ある乙と是

在 hO 即ち或るチャジは竪穴 ξ同時に使用せられたるも、或る主主と

は、竪穴と同時に使用せられ苫 9 吉o 其曹は、一方には、主主主の内

部に竪穴を有し．若し〈は其近傍に竪穴あ告℃、雨者の聞に密接の

関係ある之とを示官と共re.、他方には、チキジのみ存し℃竪穴を見

3るものあるによ bて之を知るを得へし。而し℃本島アイヌか杢

〈竪穴を摩したるは、今を距る乙と約二百年前後 tとして、共杢〈

主主主を藤 ι t~ るは、今を距る乙と約百二十年前後とす。却ち主主主

の鹿止は、竪穴の藤止よ bも後れたるものにし℃、従て主主主に関
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する口碑｛立、竪穴に関する口碑よ bも、比較的正確なるものあ石

へ告を想像するを得へし。是れアイヌか、竪穴を以屯コロポyクy

R蹄するに拘はらす、チャジ lこ就きては、之をョロボヅク jVの遺跡、な

bと云ふもの£ると共に、叉往々明白氏自己の組先の遺跡な bと

言惇ふる者あ lる所以ならん。

主主主は比較的時代の新し Sか矯め、比較的精確なる研究をな

すを得た bO 而し τ其研究の結果は、 チャジに関係ある‘竪穴及び

石器土器銭器等を、アイヌ iこ結ひ付〈るを得℃、コロポック JV設を、

消滅せしむるに奥 h℃大に力あ 9き。其委細i土予か飯著iこ就て見

らるへ L。

本島ア -i3認は石器土器を使用せり

坪井博士Ii、 アイヌは石器土器を製造使用せすとなし、皆な

之をヨロポyクJVの遺物衣 bとなせ bo東京人類皐曾雑誌第三十一

蹴に博士の述へられし所を見れは

事正か北海道東南部 l二於て質調しれ事と、西北部 l二付き人から聞いれ

事とら申しますれば、矢の寄る作る時 l二用ゐ Tこ臼杵と、燈草か呑む時に用

ゐる火入の他に伐、工ムヱの器物中石の物 11ござりまぜんO 〔中略〉。毒か作

る時の遺具 112P- ちな石と丸い石とて、自然 l二好い加減の形に~てゐるの

か、港んぐ使ふ丈ぐ、放ち l二臼の形、杵の形お： i二作るのではこぎりまぜん。火

入（1軽石の様 ・tJ.軟な石私、刃物ぐ IIJて作るのぐござります。現今のアイ買

の石の道具と 11、斯んな物てござりますが、昔 l1如何ぐござりましたらラ。

経歴地方何れのアイヌ i二尋ねましても、我骨の先祖 11、石ぐ作 7こ鉄伊斧込

用ゐ Tこと云ひ惇へる杯と 11申しまぜんo〔中略〕aアイヌが昔士器か作 7こか

と云ふに、之も彼等の云ひ i専へにはござりまぜん。

是れ博士か巡回中、現在のアイヌ等に就き見聞せられたる所

在るか、博士は軽卒にも斯かる見聞に基っきτ、 アイヌ i立石器土

器を製造せすと設かれた bO 今博士の皐げまる石具 lとして、主壬三

の使用したる乙と明白なるも．のを云へは、第一は前民謡へたる石

姻管にして、アイヌは之をジュマキセ JVと云へ b。安政五年（西暦 1858

年〉松浦？？四郎氏の、東蝦夷日誌に日〈、
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V カ事 4 少アト〈十勝圃十勝 j時左岸〕人家四軒、上陸してしばし過ぎ慶

曽野 iこ隊、必慮 l二営午年 7し十九歳 lこ威しシュヅコパ婆左去ふものあるか故、

ilfj びいろい l, 自主事·.~関しか、文化度範の話d等かもして、別に鶴ぞ、岩煙管（o/主

T キセ，11）あー本呉れて云へる It、我等若き時 ll皆此主生『と、叉（:t木もて作

可て呑しか、立主頃の土人 It、金の態管て煙草や呑み、来 i二て醸る沼か呑て、木

豊島もて縫し衣服あ着る、お此 i二随て日増 l二、土人の風俗もすよ〈すよワねと笑

ひ 7二り口

同氏の十勝目誌中、古器物Bの圃解に日く

石煙管、 是 It今にても山中にて it用ゆ口北限実（樺太〕の東岸．にては拐

女共惣て之や用 ＇9>o
是 lζ 由 b℃之を観れは、石畑管 Ii、安政年間迄は、間々本島

アイヌに使用せられ居 bしな bo 而し τ此石畑管か．前 rt.記せし

如〈、紡錘Z存在共に、北見図常呂原野の竪穴よ b出てたるに至 bて

は、宮』l:博士の意外とす :t:,所在ら λ。向ほ同形の土製紡霊草を、明

治二十六年北海道膳員高畑宣一氏か、石狩圏樺戸郡新十津川！村の、

竪穴よ b接見したるととは、東京人類串曾雑誌第百三強i己記載あ

!, 。叉高畑氏は同地の竪穴 lζ於て、数多の土器片、及日一個の土製

輔筒の臼に、銭清の附着せるものを採集せられたるか、差し比輔

筒は、或るアイヌか他慮に於て、和人の鍛冶をなすを見習以、其

方法を知れ竪穴re.蹄 b℃傍．土 r以て輔筒を作 9' ~冶を試み

しものなるへし。

アイヌの多〈は、其趨先か石器土器を使用せすと言ムと躍も、

然らは錨器を．侍 3る前は、如何者る器具を使用せしかと問へは、唯

知らすと答ふるのみ、稀れには石器土器を使用せしならんと言ふ

ものあ ho 坪井博士も北海道巡回の際‘ 日高圏平取材り内ンP~ 

夕、 iJII路図厚岸町の田村紋助等よれ彼等の組先は石器土器を使

用せしまるへしとの事を聞かれたり。之氏就 3博士は、彼等は比

較的開化せるものにし℃、想像を交へ語るか故に取るに足らすと

せられた bO 然れとも、主主三か石器土器を使用せ bとの口碑か．

金〈なかむしと露骨言すFるは軽卒な bo 松浦氏の十勝目誌に日し
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リ 7 y ライ〈十勝｝II：左岸〉其上に穴居跡三十鈴めり、土人｛t小人の跡と

云へり、是小人ならず古人の穴居かなすこと、此地のみなら～ず内地 l二も所

々 l二て見 7こり。〈中略）o 叉愛 L り曾斧石、土器の訣等出るよし、金吾 It歪て

稀なりとo l言俸 l二位昔餓器の告書き時 It、此地鍋も土 lこて作り用ひ、野楽魚

獣等の肉~切 l二、i応雷斧込用ひ、家財ら作るに l'f 石銭、石撃等の物わり、入と

撃合目H会等する待＼：（、鍵盤確、叉 It石槌等言ふ有り云身。

土人の言 l二我等の法として、何一つ人間地（ジヤモチH り来らざるとて

事 7こらぬこと 1i. ~きなりo まれ山中には態管も木叉岩 i二て作り用ひしか、

遺骨渡近〈予等も住む様 l二な旬、器財も衣服も零修 lこ成て、今 It我等木紛

ら者、主主総の煙舎か持つ擦になれり、依てそれ丈、土人の気カ表へ、カも弱り、

質朴の翁も、失げゆとD いかにもの様 i二おも Itる。

此記事に擦れは、今を距る乙と五十年前に於て、十勝アイヌ

の一部分には、石器土器を使用せ bξ の口碑を存したるものの如

Lo 蓋し十勝囲は漁利少左〈、其アイヌは多〈海岸 a: 離れたる i~

k住居し、和人に接する乙と少在か bしを以℃、比較的古風を礎

し、古き言停を存せしもの者らん。

三五ョシ、パチエラー氏は、アイヌの石器を使用したるととを謹すへ

吉、貴重なるーのアイヌ語を饗見せられた b。氏I！十勝因に赴主、

ー若婆に逢以たるに、老婆は入墨を指してアシチピ 9 と云へ b、ア

ンチは黒昭石、 ピリは庇なし即ちアンチピ 9は、黒曜石の泌と

いふととにし τ．アイヌか呆曜石の破片を以℃、入墨を施したる
を知るべ L0 （パチzラー氏の論文参照〉。又日高園にジュ向タプ（鍋を作

し底入及びオタジュー（土鍋を fi!!Jし庭といム）といよ、地名あるか如

主、土器を作 bたるー詮として大に玩味すぺ与所にあらずや。

予のチャジ、及び竪穴等調査の結果によれは、其内部 J:.9石器

土器を出すものあれ石器土器と共代金属器を出すものあ b。石

器士器を出 3ずして、金属器を出すものあ bo殊に此の事笠はチャジ

に於℃多く認めたうO 而し℃此事官よ b察すれば、 アイヌは初め

石器土器を使用し、金属器其他便利在る器物を得るに従日、漸次石

器土器を康し、終 lこ全〈石器土器を使用せまるに至 bしものな b0-
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備此の件 lζ 就きでは、営皐曾曾報「チャジ即ち蝦夷の砦JH:.記する所

を空襲照せらるべ、し。

本島ア-i3認樺太ア守ヌ北千島ア4ヌは，同人種なり

アイヌ iヱ竪穴に住したる之となし、石器土器を使用しだると

となしと、断定したる坪井博士も、樺太アイヌの竪穴住居を否認

するとと能はぎるを以て、滞解して日〈、

樺太 2'_i_三と本島 I.._j_一三と（:t全く悶種と It思 Itれず、夫れ故、一方の

事賓島、他の事賃 i二営て慨めろこと It出来ない。

博士は唯斯〈の如〈、漠然筒車に静解するのみにしτ、雨ア

壬三間に如何なる差遣あるやに就きては、歪も陳述する所な Lo本

島アイヌ左、樺太アイヌとは、骨相、言語、風習主主の他大健一致じ

て、異人種にあちぎるととは、従来之に捜したる多〈の人の皆認

むる所なるに、濁 b坪井博士のみ見解を異にするは奇と云ふべし。

尤も雨アイヌ間 lこは小差異あるは勿論なるが、其小差異を以τ、異

人種在 bと云はば、奥羽、関東、畿旬、九州の各和人も同じく小差異

あれば、皆同種にあらぎるべし、査に斯〈の如き盟あちんや。博

士の見解の如きは、宮？と駁論すべ 3債値在告ものとすO 本年博士

は樺太に赴き、親しく調査せられた hと聞く、知らす偶ほ執劫に

も前設を維持する勇気あ bや否や。

樺太アイヌ l土、竪穴に住居したるのみならず、土器をも製語

使用し、又石畑管の拍車 Ii開拓使の頃、向ほ稀 R使用するものあ

bた b。其土器製造の事は、間宮林競氏の北蝦夷園設、鈴木童向

氏の唐太日記等に記載し、殊 it北蝦夷圃設に i之、「地夷製造ーする所

の土鍋あ bと云 {lo」と明記せるに拘 11らず、坪井博士は、此記事殆

,iど要簡を得ずと云 μ、従℃鳥居龍蔵氏の加さも、疑惑し℃営時

唐太アイヌが製作使用せしゃ、又は車 tこ口碑 lこ蔑 b居 hしや疑は

しと云はれしが、之れ曲解在 b0 J箱館奉行たりし羽衣正養氏の．休
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明光記附録第七憲氏、寛政年間樺太，tζ在勤越年せる番人京都宮、卵

右荷門雨入に尋問したる書留を載せたるが、其内に回〈、

鍋 It夷人持 f：さるものない？土か以てわ、素焼にして忽れ煮る

へな土と jj_埴土の之と在 bO 営時樺太アイヌか．瞳土を以て

素焼の土器を作れ之を使用したる之と、復たー貼の疑を容れぎ

るな 9o

北千島アイヌは、竪えκ住し、土器石器を使用したるとと甚

究明白まれば、坪持博士の最も嫌悪する所在 9忌o 故に博士は常

に北千島土人と云日て、北千島アイヌと言はず、此人種を以て、殆

Ii_,ど度外；－c置かんととを努められた 9o 耐かも常識ある人は、皆

北千島アイヌの‘本島アイヌと同種なる乙とを信ずるを如何せん。

鳥居龍蔵氏の如 3も、宮地調査の結果、北千島アイヌの、他のア

イヌと同種在る之とを認められt?.r:,。殊に同氏が、言語上に於て

最も接揮する所あ bしは、同氏著述の北千島アイヌ在る書R J: !> 

て明かなれ予も亦千島巡回の際、調査する所あれ札幌人類串

舎に於℃、其l貰察談を述べたるか、其内先輩の未？と多く述べきる

風俗の部の一節を摘記せん。

現時 iこ於げる北千島乙よ三の風俗 11、背日 lこ比すれば大 i二艶化ぜり

と離し彼等の言箆へ、間停への談話↓二 Lれ It、昔時彼等の婦女 i1.口惑と手

と l二入墨おなし、叉一般に榊事 i二柳の耳サ（木幣）や周ひ、地名 l二も買ザ唱 V

2（オネヨタ y 島の古橋〕、エナす守 γ ペぐ幌港島中の地名〉と云ふ所あり、叉

イグパ γュイ（髭箆〉やも用ひ Tこり。是れ本島アイヌか現！こ行ひつつある風習

と同じきものにあらずや。 叉彼等 It昔時鐸の有鎮守裁列する l二、熱湯中

の物~ f含Ittt:、或 It水か多量 iこ飲まぜ、叉入の死するときは、英使用ぜし器

物ル添へて葬りしと云ふ0 .是れ本島アイヌの古風と筒じきものにあち

す’伊o 実働際援の薩儀、日常の行動等、多〈北海道本地のアイヌ主均しか

りしか如号、皆爾L_i一竺の同種族 7ころか明にするものなり。 尤もスノウ

氏の千島~］島誌に i工、南協の土人に見弘知き、彫刻しれろ木革命、務器具なし

イゲ パ Y・=,f 1J. しと記しれれども、是＇ 11:明氏が現扶も潟しれるもの i二して、

昔時 It 矢段彫刻も~し、イグパジzイも徳用しれ..；なりs

言語及び風俗に於ては、北千島アイヌ！は憶に他のアヌイと同



I王δNO: A::>;TI KOROPOKGURU THEORY. 57 

一種族在 bO 唯身韓民就τlま今日調査上、大に困難の貼あ b。何

となれは、北千島アイヌ i立、昔時カムチャグ』 JVの血液をi毘L、降

て露西盟人の血液を混せせる等、種々の麓イとを経たればな b。然

かも小金井博士等の調査によれは、現時の骨樺上 lと於て尚ほ本島

アイヌと、別種族なりと云よ、乙在能はすO 北千島アイヌの、他の

と~と同種族なるは、疑なさ所在 b 0 

坪井博士 i主、又其近著人類皐講話民、次の如〈云以℃、北海

道本島と、北千島との縁を切られた b0 

北海道の北方、北千島 l三至りますれば、石器士器かありますが、南千島

及び北海道のもの主比較すろ主、相還が見えます。

此記事頗る簡易なるも、博士か「相違か見えますJと断言せられ

しを見れは、兎に角博士は、雨者の聞に少在からさる差異あるを

認めたるものなるへ L。換言すれは、雨者の問 lζ聯絡を絶つ程の

差異を認めたるにあらさる敗。然れとも是れ亦博士の誤謬なれ抑

も北千島に於ける遺物は、従来比鞍的多〈採集せられす。之を稿

。多く採集したるは、該地t乙在る報効義曾員、巡回したる鳥居龍

fえ及μ予等の一行位に過さ芸 '11立、未だ精細に言J、乙と能 iます

、雌も、北千島の北部なる占守、幌廷の二島 J:b出℃たる石器は。

石斧、石鋭、石棒等にして、北海道本島は存するものと異ならすO

叉北千島の土器l土、厚手の粗惜在るものにして、比較的内部に耳

を有するもの多しと雄も、同し厚手の組憶なるものは、北海道本

島にも亦数多あ bo 又内耳土器も、間 φ本島』えとA南千島 iこ於て畿

見せられた Do 唯薄手にして紋様ある土器か、北千島氏極め℃稀

れにして、本島 lこ多き相違あるも、之を以て坪井博士のま日〈、混

然南北に於ける石器土器の縁主絶たんとせらるるか如忌 i立。軽忽

の甚しきものな h。要するに本島及以南千島の石器土器と、北千

島の石器土器との間代、連絡を絶たんとするの設は、今日決し τ

成立すへ喜ものにあら~·るな Do
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図 i二云ふ。北千島 l二11比較的多〈の骨器ありて、精巧 iこ製造しれるも

の少なからず、是れ蓋し同地 1:11寄鯨多告に鴎ろならんD 北海道本島に

It比較的脅器少なしと離も、躍丈島、利尻島や含める北見図の商北部の如

き、骨祭、骨稼業他種々の骨器た出しれる l:t、既 lこ人の知る所なり。 予 It叉

明治三十一年友人ー芭醸之助氏（今東京人造肥料曾枇員〉と共 l二、釘！J路図 ~If

路町蓄倉所附近の、高遣の一端にありし貝塚〈殻年の後再ぴ行きし iこ既 l二

会〈切騎して跡吾容ぜず）l二於て、径の時間 i二骨槍、骨錆業他骨器約三十｛陣

ゐ拾ひ 7こることあり。其後予 It之ル他 i二分奥したるも、ー芭氏 11撃し之

ら保存し居るならんo 其他二三鈷の骨器ル出し 7こる所 It本島慮骨 lこわ

りo 而して本島愛見の骨器ル以て、:ft千島の骨器 i二比較すれ（！、積類の多

きと、精巧の黙 l二t於て、本島の方概して劣るものの如しと Nilも、大殺に於て

は一致する所ありて、爾者の蓮絡た紹つ程の差異や認むること訟はず。

北海道本島アイヌ、樺太て丘三、北千島アイヌの三者、既に

同種族12I; 。而して樺太アイヌ．北千島アイヌの二者か、竪穴に

住し、石器土器を製造使用した bとすれは、本島主主三も亦同し

く竪穴に住し、石器土器を製造使用せ自との推定は、一！昔確賓の

度を増すもの在 b。唯本島アイヌは、比較的早く此等の使用を藤

せるによれ之を使用せ bとの詮跡、も、亦比較的早〈消滅せ hと

云ふへきのみ。

費地調査せお人々は多 ξ ::1 l2ポヅ？クル読を否認す

コロポマクノV 設は、今日向ほ世間多数の人に信せられ居ると躍

も、其原因 i主主もに人類阜の大家たる坪井博士か、軽卒 i己主主三

の口碑 l乙重 3を置・ 3、之を信して虞〈疏布したるに由るものにし

て、信する人の多く！士、 研究して信したるにあちす、 唯漠然聞

きて然 bと}JJ，日居るのみ。其震地研究せる人令；乙至 hては、坪井

博士と反霊場 lこして、博士の主張するコロポyクJV設の杢部、若し〈

i立幾部牙tζ 撃すし、其虚妄なる乙と i:"言 i立3るものな Lo 松浦竹四

郎氏は、弘化、安政の頃、遍く北海道の地を巡回し、数多の遺跡

を見、又好て遺物を拾集せられ、明治雄新前に於て i土、此等の調

査に闘し氏の右に出つるものなか hしか、氏は終に、 て~を以
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℃竪穴 lと住し石器土器 Y. 使用したるものと~し、ヨロポック JV の曾

℃住居したる乙とを信せす、所謂小人（コピト〉は古人 1.t:bと言 iまれ

た b0 ジョユヘパチェラ F 氏は、明治十三年以来北海道に在 b、人類撃

に志ある外国人中、最も永〈北海道に居らるるものなるか、氏は

研究の結果、杢然ヨロポヲグノV を否認し、其虚妄を薄しられつつあ

b 。其他畏友関場不＝彦氏の如き、故の自野嘉雲氏の如き、高畑

宣一氏の如き、並に予の如主、永〈北海道』t在 b℃研究せる者は、

皆非コロポvクJV論者なり。而かも主主多〈は、最初ヨロポヲクノV 設を

信し、研究の後、其誤謬を暁 bたるものにして、其論接頗る堅〈、

他の漠然間 5τ 信するものと大』t同しから 3るものあ h0 

鳥居龍蔵、大野延太郎の二氏は~多年坪井博士に親夫し、 = 

1笠~竺設を信し居られた b しか、明治三十二年北海道出張後、其

設の幾部分を接更した 90 ！鳥居氏は「北千島以外に内耳土器の種類

はJ存在する乎」と題し、東京人類撃曾雑誌に掲けたる論文中に日〈、

私／:till:;事寅からして、アイヌ／:t雪て石器時代の人民ぐわって、しかも

士宮告か製造し、緊穴に住んたと考へる。 今日のア 1 :,c の土俗｛工、一歩も二

歩も進ん 1：ものぐあちうと考へるのてある。

樺太 2'..._i＿！＇＿＿の土器に闘する言停へ I工、北千島 L_iー竺の土器に付ての

ロ砕と、飽く類似して活ます。 此類似／:t決して偶然のものとは考へられ

ない。殊にご者 /:t、人類墜土より等しきアイヌぐわるo 此黙から考へて

見れ i芝、~It 脅て土器や作って居ったミとか明かぐあるO 今日北海

道本島の工~ l二i工、其口碑がない僅作文化ヨヒ政の賞時 i二、樺太乙土互に

簿へられ、叉今日北千島アイヌ l二億へられてゐるのぐわらう。北海道と

ても、！. ＜其考へて調査して見 7こならば、或 I！少し〈手かかりかあるかも

知れぬ。

其後鳥居氏は、太陽第九審第十三就に掲けたる、「坪井、小金井

雨博士の意見を讃む」と題する論文中には、昔時北千島アイヌか、北

海道本島及び南千島に居住したるものと限定し、本島アイヌか日

本内地から渡来するに及日、還に遣はれて北千島氏退） "I?るもの

と在し、以℃コロポヲク炉問題を解決ぜんと試みられた bO ll［］ち氏
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の設はコロポザグノV ｛ζ関する奇怪なる部舟を一切抹殺して、コロポザ

ク JVを以℃アイ只の一種換なる北千島アイヌと般定するものな b。

蓋し氏の費地調査せるは、千島のみなるか、若し一歩主選め℃北

海道本島を調査せられたらんには、向 lま一層襲攻じτ、予輩り非
コロボ～ク .JV詑と一致する 1と至 bしならん。

大野氏は北市道西部を巡回せられたるのみにし℃、其日教も

多から寸、 J鳥居氏程には業設を改められ d ！＞ しか、而かも E帝京の

後、費表せられたる所によれは、其竪穴に住し石器土器を使用し

たる人民はLzp.常交通稀在ちしアイ又の異部落の者なるか、金〈ア

イヌとは別種のものなる治汀と疑 iまれた bo 若しアイヌの異部落の

者~ bとの疑か、的中したらんには、奇怪なるコロポヅク y の説話

は‘甚t?.慣値なきものとなるに至らん「

長く北海道；ζ在。て調査せる人冷は．全くコ官ボ；＂＇ク .JV説を否認し、

短時日なから衣 b℃北海道の幾部を調査せる人々の多く Ii.コロポック

と誕の幾分ど否認するに至 bた b0 Eまに坪井博士に親灸せる鳥居、

大野の二氏か其設を改めたるか如主、最も注目すべき憤あるもの

とすO 是れ賓地の研究は、コロポヅク JI,’lこ関する体誌を容るる能は

詰る乙とを示すと共 lこ、揮井博士等か、未開人の口碑 lこ重さを置

3、樫今論断したる誤謬 i"慌に詮明するものにあらすやG

コロポッグルはア守 3認の小説怒り

本島アイヌか、樺太三士三、北千島アイヌと同しく、骨℃竪

穴に住し、石器土器を使用した bし乙とは、前に説く所によ b℃

明白な b。然かもコロポ少ク ！vなる人種 lこし℃．向ほ在 bしと云ム

詮擦あらは是亦成立せ 3るにあらず。即ちアイヌも竪穴石器土器

を使用し、コロポヅク .JVも亦同しく竪穴石器土器を使用した bと解

すへきも、如何せん、コロポヅクノV の存在 R.就℃は、畳束なさアイヌ

の説話の外、他 ft蔓；も謹明すへき材料なさを。
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本島 z:__i_三 lζ 作 h諾の多さととは、坪井博士既 lこ之を知れ b0 

而’して作り話の多きを知 bつつ、其奇怪なるヨロポヅグ JVの話を信

したるは、蓋し各庭のアイヌの語る所、大要一致せるに困 bてき

らん。然れとも其話の一致Z そ却てコロポヅクル’の作 h話 fc.る乙と

を詮せるを如何せん。若し異にコロポッグノレか虞く北海道代居住し、

アイヌか之 ft衝突して迫以退けた bとせんか、其衝突は必す各地

に於て何回もあ bしなるへく、従て其口碑も亦種々君ら 3る可か

ら3るに、西は渡島よ b求は揮捉に至る迄、贋く散在する所のア

イヌか、寓口一律、唯車氏、 Lゴロポタク JVの一女子を捕へ見しよれ

彼等は去 bて見ゑす1と云ふのみにし τ、他に衝突に闘し牽も侍ふ

る所在 LO 是れ和人聞に於ける猿蟹合戦及び桃太郎に関する作 b

話の、高口一律恥庚く世に流布すると均しきものにあらずや。

ヨロボ「γクノν の身障の大.~ 』ζ就℃は、近時普通のアイヌは、唯

アイヌよ bも小 j き人民主 bしと云よ、もの少なからずと雄も． ア

イヌの故老の多くは、甚だ建小なるが如く云へらo 即ち一枚の蕗

の葉の下に数多の人が居れ bと云へれ葉小なる之 ξ知るべきな

h。蓋し甚？ざ小なるが如く云ムか、此誼話の本家主 bしを、業能

9 lと奇怪なるを以 τ其後設さ曲げて．唯比較的小在る人と云ょに

至 bしものと寝せらる。斯くの如き甚7さ小な 6人は、小説の外に

あるべしとは、何人も信する能はぎる所な b0 

ヨロポザクノvl主明らかに身韓を見せぎ bしと云へ bo探れども

~三が之と接鰯し、或は交易をなし、或は戦宰をなした b とせ

ば、其問何回も彼等を見ぎる道理なし。而しτ其口迭の入墨も、手

の入墨も曾℃之を見たる之となし最後に一女子主捕ヘ℃、始℃

知 biとhと云J、iこ至 b℃i土、奇も亦甚だしと謂はざるべからず。

コロポ汐ク JVの小説たる乙とは、従来之を設ける人少なからず。

殊に畏友関場不二彦氏は、札幌人類皐曾に於て、Lロロポヅク JVはアイ

メろ小設な I)lξ 題し、援小人種に閲する小説の往々未開人の悶 iこ
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存する例等 ~.： 皐げて論しられたれば、予は姥に重お τ 多言そ費や

すの必要なし、唯手近氏本邦にもォロホ。ヅ苧 JVの外、他に嬢小人簡

に闘する小説ある乙 ξを言以て、参考 lζ供するに止めんC 其第一

は覇。比葉三郎の島巡 blこし τ、同人が小入国民至 hし面白B話な

b 。今日は斯の如雪作 b話を語る人も殆んどな主有撲なるが、三

四十年前迄は随身世間に流布せし小設にし τ、予も幼少の頃は宰

τ小人島在るもののあ bし乙とを信じたる時期あ bた bo 第二は

墓障の蕃人中に存する口碑にして、予は明治三十六年第五回内閤

勘業博覧曾を参観せしに、牽間館内蕃人の寓異器具等を陳列ぞる

部氏、下の如き解説あ bた b0 

サノv y －古土器、 グ才ヌム族の口碑 lζ、昔濁水協上白山中

に、サノvyーと云へる躯幹極め℃短き異族棲息す、屡令職℃之を

λ 夷減せれ且其遺跡と云へる土地lこ古土器を掘る乙とあれ果

し℃斯る媛人の牽障に住したるや、其土器l土其遺物なるや、叉

はグォヌム族組先の遺物在 bや知らす。

尤も同島蕃人中アミス族、及μ ヤミ族は今日と離も、粘土を

～以℃土器を趨 hつつあるか、躯幹極めて短Bものにあらす、躯幹

極めて短しと云へは、大lこコロポヲク JV』ζ似たる所あ b。坪井博士

は.ft!EtとコロポヅクノV を以て、北海道 J:b本州、四圏、九州迄蔓延し

たるものと攻せ bo 知らず、 ry~方ヌム族の口碑によれ更に謹んて

毒轡迄蔓延したりと云ムの勇気あ bや否や。兎 R角濁水漠上に、他

の人種か棲息せ bや否やは、別問題とするも、其嬢小人種に関す

る事は小説たるを免れさるな b。

ヨロポγクノV 誌は鼠に破壊し了れ b。絡 biこ臨み予は切に坪井

博士に向℃希望せ 3るを得 3る之とあ bo 夫れ本邦には人類皐者

多からす、而して人類皐の大家は無論坪井博士にして、業設〈所

は是非に拘はらす、普通人に信用せられ易〈、従て誤謬なるコロ

ポヲクノv設のまu主も、主もに博士の主張によ bて世に流布した bo然



KoNO : ANTI KOROPOKGURU TIIEORY. 63 

れとも博士のコロポyクJV読 l土、論擦甚12乏しし殊に近著人類皐

講話中 Iこ載する所の如きは、盆 φ奇怪にして、而かも詳細の説明

君〈、其護者を迷はす Z左盆 φ甚しき・ものあ bo 是れ予か斯事の

~＇こ憂慮する所在 bo予は今博士民望むo博士にして依然コロポ汐

ク JV設を維持せんとならは、之に就喜℃ー屠詳細氏、一層明断に

説明を輿へらるへし、是.fl皐者の義務な h、博士の責任な ho 否

されは断然其設を務改せらるへ LO 若し備ほ全然コ官ポヲクノV設を

放棄する乙と能は 3るに於ては、責め τi主党つ鳥居龍蔵氏か改め

られし位の程度迄改めらるへし、是れ期撃の~め在 b、世人の $.iめ

君 b。予は串者か如何在る程度迄執劫なるへきもの在るや、娃tこ

之を諭する暇なしと雄も、而かも坪井博士のコロポタクノV 設に於け

る執劫iこは威服すると主能は 3るものな b。博士の斯皐の犬家た

るは人皆之を知れは、ーヨロポヅク JV設を盤改せ bとτ、決しτ博

士号〉債値を損する乙となかるへし。否：者：其非を改めらるるに於て

却て度量の虞きを示し、金や債値を高Uへきな b0 

明治四十年十二月札幌に於て記す。
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附録

坪井慢士の樺太股於Lt，；人類串的調査の誤謬

坪井博士は明治四十年樺太を巡回調査せられ、離京の後、「樺

太に於ける石器時代人民 le:関する研究Jと題し、史串曾 lと於℃講演

せられたる由 iとて、；民大要は載せて明治四十一年一月饗刊の、史

皐緯誌第十九編第一競にあ b。其の記する所によれば、博士は益

々コロポヲクノV 設を確信し、盆令其説を主張し τ疑はれまるものの

如 LO 是れ誠に驚〈ベ〈噴すぺ 5乙とはあらずや。
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坪井博士か樺太に於ける遺跡の甚？と古きものに非ると ξを設

かれたるは可在 b。其最も新しき竪穴の如畠 Iま現存せ 0ア4ヌの

使用したるもの在 ！， ~o 而 L -c 博士の謂ふ所の工三三（コロポ')I~ fV 

R同し〉の竪穴と、アイヌの竪穴とに如何なる差異あ bやと去ムに、

博士泊Jアイヌ Ii土鍋を使用せす、之を記録 &t徴し口碑に問ひ土俗

に察するも是等の遺物はアイヌの組先の物にあらす」と言はれ允る

を見れ I！＇蓋し其遺物 tとよりて遺跡を冨別せえとする者怠るへ L0 

然れとも土鍋を以てアイヌの使用したるものにあらずとなすは、

博士の調査の浅薄まるに因るものな ho 若し博士 lとして先つ羽木

安塞守の休明党記附録を護みて、「夷人鍋を持た 3るものなしへ

な士を以℃椿へ云今」とあるを見、次民間宮林蔵氏の北蝦夷間設に

就 B℃、「地夷製する所の土鍋あ b云々」の記事を見られたら Aに

は、忽ち自己の誤謬を暁らるるならえ。樺太アイヌは憶に竪穴に

ぺし、石器土器を使用したる人民在 h。

坪井博士法又某アイヌか、「八代め組、 トンチと接鯛せしとと

あ hと云ふを以τ、推定年代の傍鐙となすに足らん」と言 iまれたる

田なるかh ーアイヌか偶々斯く語 bしとて、之を信するは愚の至

bな b。理皐博士神保小虎氏は、？？てコロポック JVなる詰の解樟に

闘し、佐藤重量E氏の質問に答へて、「其穿撃は或11無効ならえ、如

何となれはアイヌの思想 i手法溝 Iとして甚た不確賓なるか故に、以

て詮壌と~し難主乙と多けれは在 b 」ξ 云はれたるか、是れ甚だ昧

」ムへ主言にあらすや。坪井博士か不確費なる、アイヌの談話に市［

吉t置くの傾あるは、予の大に遺i滅とする所在会。

坪井博士iま又某アイヌか．「Eょこ竺とは自ら和する所、 其義をご

知らす」と云tzるによしトンチはアイヌ語lとあらず、 コロポyクノレ

の自郡な bと、断定せられたる由なるか、よ三三は北海道本島Z

イ三Zか言よ所のトンチンカモイ、又はトンチンクJVの略言 lこし τ、

トンチ iまトイチに均しけれは、結局士の家 lこ住するを意味するア
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iー主語在るへ Lo 即ち三土竺自ら .!'__i_二三たるものな b0 

坪井博士は、「遺物を以τ之を推すに本洲よ b北海道に移れる

石器時代人民、即ち土三＿！：＿＿ I主主主三と争以℃、北方ーは千島に、－

l:t.樺太民軍れし主 b」と議へられた各出在るか、是れ博士一個の妄

想re止まる漠然たヲ推定者自 o 想ふに樺太には博士の所謂トイチ

の遺跡中、今を距る乙と百年万至二百年前後のもの少怠；からさる

へ 3筈在るに、営時 lと於ける桧前の奮記類！t擦れ l立、 アイヌ語の

地名 ，：.今日と同し〈底冷 iζ 附せられあ bτ、主よ三の分布匡域を

示すのみ在らず・土三三の如 3他人種と相手目つつあ bし事費は、

書も之を接見するとと能はずc 換言すれは、~三の組先か博士

の所謂土三三君 5ものにし τ、別 R.2:....i_竺と相等以たみトシチあ

るにあらぎ bしな b0~竺以前 tζ 如何なる人民か住したるや否

やは、別問題とし乞之を措主、兎に角、博士の土と竺に於ける想像

は、之をささ中に棲賜を轟かくの類と許すへきのみ。

坪井博士の三ロポヅク JV設は、樺太の調査によ bて一層昧噌を

附けた台o 其読〈所の浅薄にし τ奇怪なる、宇銭の慣値なしと離

し然かも其人類串の犬家たる位置は．以て世人を導きて盆 φ迷

路 tζ 陥らしむるに足らんo 是れ予か之を獣視するとと能はさる所

以なれ唯本曾々報紙数限あれは姑〈筆を設に摘き、其詳細は更

に本曾月次曾 tこ於τ演ふる所あらえと欲すO

明治四十一年二月 札幌に於て追記すO
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